
す
。
一
つ
は
敦
賀
か
ら
美
浜
町
を
通
っ

て
三
方
五
湖
に
至
る
コ
ー
ス
。
一
つ
は

上
中
町
か
ら
三
方
五
湖
へ
い
く
コ
ー

ス
。
風
光
明
眉
な
三
方
五
湖
は
ド
ラ
イ

ブ
に
最
適
で
す
。

②
敦
賀
よ
り
８
号
線
を
行
く
と
敦
賀
有

料
道
路
入
口
に
出
ま
す
。
こ
こ
に
「
越
前

ガ
ー
こ
の
う
で
た
て
を
食
べ
さ
せ
て
く

れ
る
店
が
あ
り
ま
す
。
八
会
社
々
長
Ｖ

暦
印
別
個
召
ば
秒
俄
。
畢
宰
。
￥
理
、
戦
や
望
勺
角
潮
陣
酎
翰
掩
記
挺
、
聞
催
坤
瑚
．
誼
制
御
堀
悠
も
四
五
画
竃
師
△
ｇ
屋

☆
夏
川
か
ほ
る

東
京
ｌ
大
阪
（
木
曽
路
廻
り
）

①
東
京
‐
‐
大
阪
を
仕
事
の
関
係
で
、
よ

く
往
復
し
ま
す
が
、
名
古
屋
か
ら
１
号

線
を
ゆ
く
と
ダ
ン
プ
で
こ
み
ま
す
の
で

名
古
屋
よ
り
Ⅳ
号
線
に
入
り
、
多
治
見

恵
那
峡
←
中
津
川
峡
谷
←
鳥
居
峠
←
塩

尻
←
諏
訪
湖
←
甲
府
←
冨
士
吉
田
←
右

折
れ
し
て
山
中
湖
←
須
走
←
冨
士
ス
ピ

ー
ド
ウ
ェ
イ
の
コ
ー
ス
を
眺
め
て
←
加

号
線
に
入
っ
て
←
東
京
へ
到
着
と
い
う

コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
通

る
と
１
号
線
と
は
川
脆
ち
が
い
ま
す

が
、
道
路
が
空
い
て
い
る
の
で
、
か
な

り
飛
ば
す
と
８
時
間
で
充
分
到
着
。

晴
天
の
と
き
は
、
冨
士
、
ア
ル
プ
ス

の
雪
山
風
景
も
楽
し
め
る
し
、
恵
那
峡

が
素
晴
し
い
。
車
の
好
き
な
人
な
ら
、

冨
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
走
行
も
結
構
。
レ
ー
シ
ン
グ
の
稽
古

を
見
て
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

②
こ
の
コ
ー
ス
は
、
木
曽
路
を
通
る
わ

け
で
す
が
、
福
島
か
ら
平
沢
へ
入
る
と

民
芸
調
の
平
沢
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
が
あ

り
、
こ
こ
の
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
手

打
ち
そ
ば
が
、
と
て
も
美
味
し
い
。
一

階
で
は
、
民
芸
の
漆
器
や
、
菓
子
器
を

売
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
み
や
げ
に
も

大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
（
タ
レ
ン
ト
）

☆
小
林
秀
雄

三
方
五
湖

①
神
戸
か
ら
名
神
高
速
道
路
に
入
り
、

大
津
を
経
て
今
津
に
至
る
。
今
津
か
ら

は
二
通
り
の
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま

☆
武
田
繁
太
郎

国
道
二
十
九
号
線

①
友
人
の
受
け
売
り
で
恐
縮
で
す
が
、

姫
路
か
ら
鳥
取
に
ぬ
け
る
国
道
羽
号
線

が
す
ば
ら
し
い
そ
う
で
す
。
む
ろ
ん
完

全
鋪
装
で
そ
の
う
え
〃
無
人
の
境
を
ゆ

く
が
ご
と
し
〃
と
の
こ
と
。
私
も
一

度
走
っ
て
み
た
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。信

州
の
〃
魚
河
岸
″

②
信
州
へ
ド
ラ
イ
ブ
さ
れ
た
ら
、
長
野

パ
イ
・
ハ
ス
の
入
口
近
く
に
あ
る
〃
魚
河

岸
″
と
い
う
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
を
、
お

す
す
め
し
ま
す
。
山
奥
の
信
州
と
は
思

え
ぬ
ほ
ど
新
鮮
な
サ
カ
ナ
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
八
作
家
Ｖ

☆
大
久
保
怜

三
方
五
湖

①
神
戸
Ｉ
京
都
ｌ
亀
岡
ｌ
綾
部

ｌ
舞
鶴
ｌ
小
浜
ｌ
三
方
五
湖
．

帰
り
は
敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
の
湖
東
コ
ー

ス
か
湖
西
コ
ー
ス
を
と
っ
て
か
え
る
。

三
方
五
湖
に
出
来
た
レ
イ
ン
ポ
ー
ラ
イ

ン
の
日
本
海
の
眺
め
が
よ
ろ
し
い
。

ト

声

8６
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qｌ

岸
沿
い
に
行
く
と
滝
野
に
つ
く
。
上
荘

鮎
の
本
場
。
滝
野
を
過
ぎ
て
小
野
、
三

田
に
向
う
。
毎
畑
の
美
し
い
と
こ
ろ
。

三
木
ま
で
の
田
舎
道
も
ま
た
楽
し
い
。

三
木
の
田
園
風
景
や
丘
陵
地
帯
に
眼
を

奪
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
明
石
に
入
る
。

丘
の
緑
と
広
大
な
播
州
平
野
が
視
界
に

映
る
コ
ー
ス
で
す
。

⑥
明
石
か
ら
、
土
山
を
通
り
一
気
に
宝

殿
ま
で
と
ば
す
。
石
の
宝
殿
、
石
切

場
。
そ
し
て
曽
根
を
経
て
大
塩
へ
、
塩

田
が
承
も
の
。
海
岸
の
赤
い
壁
を
見

て
、
白
浜
の
海
水
浴
場
へ
。
そ
し
て
妻

鹿
か
ら
帰
路
を
と
る
。

八
寿
本
舗
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
Ｖ

芳
川
涼
子

杉
原
谷

①
お
友
達
と
多
勢
で
行
っ
て
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
料
理
を
食
べ
ま
せ
ん
か
。
須
磨
か

ら
国
道
蛎
号
線
に
入
り
、
明
石
ｌ
三

木
ｌ
小
野
ｌ
社
ｌ
西
脇
中
町

を
経
て
、
通
称
杉
原
谷
の
加
美
町
ま
で

約
二
時
間
半
。
誰
も
知
ら
な
い
穴
場
で

大
き
な
杉
林
が
あ
り
、
静
か
で
良
い
所

な
お
、
西
脇
の
手
前
を
右
折
し
て
、

し
ば
ら
く
行
く
と
、
県
観
光
キ
ャ
ン
プ

地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
草
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
、
こ
こ
も
雷
ハ
ー
ペ
キ
ュ
ー

料
理
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
泳
げ
る

方
は
水
着
を
持
参
し
て
昭
和
池
で
水
泳

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

八
Ｎ
Ｄ
Ｃ
兵
庫
役
員
Ｖ

☆
所
司
原
義
久

舞
鶴

①
第
二
阪
神
国
道
よ
り
西
国
街
道
に
入

り
、
石
橋
・
茨
木
・
京
都
を
経
て
大
津

に
至
る
。
そ
れ
よ
り
琵
琶
湖
西
岸
を
北

上
し
、
小
浜
よ
り
舞
鶴
へ
。
舞
鶴
港
で

は
現
在
で
も
朝
八
時
に
は
軍
艦
旗
の
掲

揚
式
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
復
路
は

舞
鶴
・
綾
部
か
ら
篠
山
路
を
と
り
、
福

知
山
・
柏
原
・
三
田
を
経
て
有
馬
街
道

に
入
り
ま
す
。
有
馬
街
道
の
小
部
の
峠

を
左
に
折
れ
、
五
分
ぐ
ら
い
行
く
と
、

再
度
山
有
料
道
路
交
叉
地
点
に
出
ま

す
。
こ
こ
に
コ
ン
ー
ー
ャ
ク
が
非
常
に
う

ま
い
関
東
煮
屋
が
あ
り
ま
す
。

八
エ
ド
ワ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
Ｖ

☆
石
田
建
城

浦
富
海
岸

①
神
戸
を
出
発
し
て
姫
路
ｌ
鳥
取
市

ｌ
鳥
取
砂
丘
Ｉ
浦
富
海
岸
ｌ
浜

坂
町
か
ら
９
号
線
へ
出
て
、
湯
村
温
泉

ｌ
福
知
山
Ｉ
柏
原
ｌ
神
戸
．
往

復
約
三
五
○
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。

浦
富
海
岸
は
遠
浅
で
水
が
澄
ん
で
お

り
、
ま
だ
俗
化
し
て
い
な
い
の
で
、
泳

ぎ
の
好
き
な
人
に
は
、
も
っ
て
こ
い

京
都

②
京
都
で
珍
ら
し
い
と
こ
ろ
を
二
軒
。

鞍
馬
神
社
の
下
に
ホ
テ
ル
「
く
ら
ま
」

で
山
菜
料
理
を
一
人
前
二
○
○
○
’
三

○
○
○
円
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
貴
船
」
で
は
川
の
上
に
床
を
張
り
、

夏
は
水
に
足
を
浸
た
し
、
そ
う
め
ん
流

し
や
魚
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
近
く

の
八
瀬
に
は
日
本
で
初
め
て
出
現
し
た

と
い
う
、
だ
し
風
呂
が
あ
り
ま
す
。
平

１
８７
１

へ

②
敦
賀
の
入
口
の
モ
ー
テ
ル
で
売
っ
て

い
る
五
十
円
の
か
ま
ぼ
こ
。
安
く
て
ウ

マ
イ
。
大
体
、
モ
ー
テ
ル
の
名
の
つ
く

と
こ
ろ
で
、
う
ま
い
も
の
は
な
い
と
思

え
。
八
司
会
者
Ｖ

☆
鳥
越
浩

小
豆
島

①
神
戸
を
朝
出
発
し
て
姫
路
港
よ
り
フ

ェ
リ
ー
で
小
豆
島
神
田
港
へ
。
そ
こ
か

ら
小
豆
島
海
岸
の
ス
リ
ル
満
点
の
道
を

走
る
。
途
中
、
寒
霞
渓
の
登
山
ド
ラ
イ

ブ
は
快
適
。
土
庄
で
一
泊
。
翌
日
海
水

浴
を
楽
し
ん
で
、
夕
刻
土
庄
か
ら
岡
山

ま
で
フ
ェ
リ
ー
。
国
道
２
号
線
を
通
れ

ば
夜
に
は
神
戸
に
着
き
ま
す
。
土
庄
か

ら
高
松
へ
、
四
国
路
へ
足
を
伸
ば
す
の

も
一
興
で
あ
る
。

京
都

②
味
覚
ド
ラ
イ
ブ
な
ら
京
都
が
一
番
。

嵐
山
「
錦
」
の
京
料
理
。
さ
ら
に
嵯
峨

へ
入
っ
て
、
一
の
鳥
居
前
「
つ
た
や
」

の
鮎
料
理
な
ど
が
最
高
で
す
。

八
神
戸
オ
プ
チ
カ
ル
皿
社
長
Ｖ

☆
山
田
芳
信

山
陽
沿
線
二
つ

①
山
陽
沿
線
を
通
る
楽
し
い
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

、
神
明
を
通
り
土
山
を
経
て
江
井
ケ
島

へ
、
さ
ら
に
西
に
進
む
と
松
林
の
美
し

い
浜
の
宮
に
出
ま
す
。
そ
こ
か
ら
高
砂

の
手
前
で
北
に
折
れ
る
と
平
荘
。
川
の

水
を
ポ
ン
プ
で
汲
承
あ
げ
て
作
っ
た
加

古
川
ダ
ム
が
山
あ
い
に
現
わ
れ
る
。
丘

陵
の
景
観
が
素
晴
し
い
。
加
古
川
の
東

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



安
朝
の
頃
か
ら
カ
マ
風
呂
と
称
し
た
、

日
本
式
ト
ル
コ
風
呂
で
変
っ
た
風
情
が

楽
し
め
ま
す
。
八
Ａ
．
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｋ
Ｖ

☆
若
林
智
恵
子

瑠
璃
寺
自
然
動
物
園

①
神
戸
ｌ
姫
路
ｌ
太
子
町
ｌ
山

崎
ｌ
船
越
（
瑠
璃
寺
）

神
戸
か
ら
馴
航
ぐ
ら
い
で
、
揖
保
川

を
望
む
自
然
動
物
園
は
風
光
明
眉
で
、

自
然
動
物
園
に
は
猿
が
放
し
飼
い
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
瑠
璃
寺
は
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

京
都
・
大
徳
寺
・
城
崎
・
三
朝

②
国
道
１
号
線
の
鈴
鹿
ド
ラ
イ
ブ
・
イ

ン
で
、
お
い
し
い
田
舎
そ
ば
を
一
二
○

円
で
や
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山
か
け
そ

ば
は
格
別
の
風
味
が
あ
り
ま
す
。

京
都
の
大
徳
寺
で
精
進
料
理
を
や
っ

て
お
り
、
閑
静
な
名
寺
で
京
の
気
分
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
道
９
号
線
の
城
崎
・
三
朝
で
本
場

の
カ
ニ
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

八
Ｎ
Ｄ
Ｃ
兵
庫
役
員
Ｖ

☆
小
林
郁
雄

①
神
戸
か
ら
六
甲
ト
ン
ネ
ル
を
経

て
三
田
へ
。
八
鹿
か
ら
国
道
９
号
線
で

鳥
取
。
山
陰
海
岸
を
右
に
見
て
益
田

へ
、
そ
こ
か
ら
折
れ
て
小
京
都
と
い
わ

れ
る
津
和
野
に
行
く
。
津
和
野
は
古
く

か
ら
の
城
下
町
、
町
に
鯉
が
泳
い
で
い

る
と
い
っ
た
落
ち
つ
い
た
と
こ
ろ
。
帰

路
は
秋
芳
洞
に
よ
っ
て
国
道
２
号
線
で

一
気
に
神
戸
に
帰
る
の
も
面
白
い
。

豊
橋
の
菜
め
し

」

②
豊
橋
市
内
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

「
菜
め
し
」
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
店

が
あ
る
。
値
段
も
手
頃
。

八
大
阪
市
大
・
大
学
院
学
生
Ｖ

☆
生
島
鉄
雄

香
住
海
岸

①
宝
塚
ｌ
池
田
ｌ
丹
波
町
ｌ
福

知
山
ｌ
和
田
山
ｌ
八
鹿
ｌ
豊
岡

ｌ
香
住

香
住
で
は
釣
が
楽
し
め
ま
す
。
獲
物

は
ベ
ラ
・
カ
レ
イ
・
キ
ス
が
主
で
一
日

に
三
十
匹
は
軽
く
い
け
ま
す
。
料
金
は

宿
、
船
賃
と
も
で
三
○
○
○
’
四
○
○

○
円
で
す
。
釣
っ
た
魚
を
天
ぷ
ら
や
塩

や
き
で
食
べ
る
の
も
楽
し
承
で
す
。

八
甲
南
大
学
学
生
Ｖ

☆
本
村
幸
子

館
山
寺

①
西
宮
ｌ
名
神
（
小
牧
）
ｌ
東
名

（
岡
崎
）
ｌ
館
山
寺

ハ
イ
ウ
ェ
イ
気
分
が
満
喫
で
き
ま

す
。
館
山
寺
国
民
宿
舎
も
あ
り
、
浜
名

湖
の
眺
望
も
よ
く
、
名
物
の
う
な
ぎ
も

い
た
だ
け
て
一
泊
程
度
で
充
分
楽
し
め

ま
す
。

篭
坊
温
泉

②
神
戸
ｌ
三
田
ｌ
篠
山
ｌ
篭
坊

温
泉

神
戸
よ
り
三
時
間
ぐ
ら
い
。
温
泉
に

入
れ
て
、
鮎
、
う
な
ぎ
、
池
の
鯉
の
あ

ら
い
な
ど
、
季
節
の
品
が
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
、
て
ご
ろ
な
コ
ー
ス
で
す
。

八
コ
ロ
ナ
会
会
員
Ｖ

●

☆
中
西
勝
・
咲
子

デ
ン
マ
ー
ク
便
り

ご
無
汰
沙
。
お
こ
ら
な
い
で
下
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
客
船
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ド
・

ス
テ
イ
ト
号
で
太
垂
洋
を
渡
り
、
四
月

二
十
三
日
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
グ
着
。

ぐ
雪
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
荷
台
、
つ
ま
り

寝
台
付
）
の
新
し
い
や
つ
を
買
い
、
家

財
、
画
材
を
つ
ゑ
込
ん
で
、
五
月
一
日

ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
か
た
つ
む
り
旅
行
の
壮
途

に
つ
き
ま
し
た
る
次
第
二
一
日
デ
ン
マ

ー
ク
最
古
の
漁
村
、
太
平
洋
岸
召
画
両

玩
具
の
よ
う
な
、
か
わ
い
い
家
の
屋
根

に
鶴
の
巣
。
ヒ
ナ
に
エ
サ
を
や
る
親
づ

る
を
。
ハ
チ
リ
。
油
絵
三
枚
、
三
日
滞

在
。
雨
降
り
で
寒
く
、
豆
の
荷
台
が
ア

ト
リ
エ
。
五
日
は
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た

戦
勝
記
念
日
。
大
西
洋
岸
の
漁
村
は
満

艦
飾
の
旗
さ
し
物
を
飾
っ
た
漁
船
の
、

お
び
た
だ
し
い
色
と
り
ど
り
。
今
日
は

デ
ン
マ
ー
ク
最
北
端
に
近
い
、
こ
の
絵

葉
書
の
町
諺
嗣
国
○
耐
の
に
や
っ
て
き

た
。
北
海
の
漁
家
の
軒
に
吊
っ
て
あ
っ

た
ワ
カ
サ
か
れ
い
を
買
っ
た
ら
、
金
色

の
ニ
シ
ン
の
自
家
薫
製
を
ダ
ダ
で
く
れ

た
の
で
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
き
れ
い

な
台
所
で
、
そ
れ
を
焼
い
て
、
ご
飯
と

味
噌
汁
と
で
何
と
も
言
え
な
い
。
昼
は

大
抵
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
す
承
れ
の
花
に
座

っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
チ
ー
ズ
と
、
搾
り

た
て
の
乳
を
存
分
に
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
じ
ゃ
と
っ
て
も
当
分
は
帰
ら

れ
ね
え
や
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
天
国
の
よ

う
な
国
で
す
。

八
曲
南
割
Ｖ
８
冒
吋
．
○
富
国

ｚ
胃
冨
日
①
ロ
岸
四
ご
画
、
、
勺
・
倭
．

○
○
儲
○
画
目
○
冒
剖
》
９
画
隠
冒
芦

’
四
回
○
画
目
汁
、
》
『
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階

☆☆☆☆☆☆サントリー＜純生＞でスコール〃☆☆☆☆☆☆

の
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
・
一
品
料
卵
理
を

（
一
品
料
理
は
盛
り
た
く
さ
ん
に
準
備
し
て
い
ま
す
）
９
階

の
味
の
多
様
化
時
代
に
最
適
の

北
欧
風
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を

ス
カ
イ
サ
ン
ト
リ
ー
の
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
コ
ー
ナ
ー

③
屋
上
ビ
ャ
ガ
ー
デ
ン
ヘ
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
ノ
．

＋食べほうだし､ ／〈北欧風ヴアイキング料理＞1 , 2 0 0 円< 飲食税1 2 0 円別＞

8９
なごやかな一品料理もあります三宮交通ｾ ﾝ ﾀ ｰ ﾋ ﾞ ﾙ 9 階T E L ⑲3 7 0 5 ~ ６

飲みぼうだい(ｻ甥ﾗ細芋ラル）
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欄
画

烹雪箪雲蕊Ｉ 山
崎
レ
イ
ざ
ん

樫

－
－

ｑ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
に
て
、
中
央
山
崎
さ
ん
・
右
向
井
氏

鱈

謎
ざ
等

I 尋

ン
と神

戸
で
名
高
い
？
フ
ー
テ
ン
？
の
山
崎
レ
イ
さ
ん
に
、
今
回
は

ご
登
場
願
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
血
が
少
し
入
っ
て
い
る
、
と
い

う
個
性
的
な
女
の
子
で
、
な
か
な
か
の
グ
ラ
マ
ー
。
私
も
い
ろ
い

ろ
フ
ー
テ
ン
を
知
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
。
今
ま
で
の
彼
女
の
恋

人
達
が
画
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
か
っ
た
ら
し
い
せ
い
か
、
な
か

な
か
美
術
に
く
わ
し
い
。
と
つ
ぜ
ん
「
ト
イ
レ
は
洋
式
よ
り
和
式

の
方
が
好
き
」
と
な
に
げ
な
く
い
っ
た
り
、
な
に
し
ろ
と
め
ど
な

く
喋
る
女
の
子
だ
。
フ
ー
テ
ン
の
多
く
は
、
自
分
が
興
味
の
な
い

こ
と
は
価
値
も
な
い
と
思
う
観
念
的
な
や
つ
か
、
感
覚
的
な
う
け

売
り
思
想
を
も
つ
や
つ
が
多
い
が
、
彼
女
も
女
性
特
有
の
感
覚
的

喋
り
が
多
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
何
か
別
に
競
っ
た
と
こ
ろ
、
変
に

か
ぶ
れ
た
と
こ
ろ
が
な
く
て
、
あ
ま
り
腹
が
た
た
な
か
っ
た
の

は
、
や
は
り
女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
は
い

ず
れ
東
京
に
行
き
た
い
ら
し
い
が
、
東
京
に
は
彼
女
の
仲
間
が
う

よ
う
よ
い
る
こ
と
だ
ろ
う
し
、
目
立
た
な
く
な
‐
て
し
ま
う
こ
と

だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
彼
女
だ
け
で
な
く
現
代
人
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
彼
女
の
よ
う
な
生
き
方
や
考
え
方
の
人
は
、
た
く
さ
ん
い
る

し
、
私
も
そ
の
一
人
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ー
テ
ン
特
有
の
け
だ

る
さ
だ
け
は
身
に
つ
け
た
く
な
い
。

き
く
人
・
向
井
修
二
〈
画
家
〉

☆
毎
晩
ど
こ
で
遊
ん
で
る
？
、
毎
晩
寝
て
る
？

レ
イ
三
日
ぐ
ら
い
寝
な
い
で
、
一
度
に
一
一
一
時
間
寝
た
り
、
喫
茶

店
で
眼
玉
を
あ
け
な
が
ら
眠
っ
て
い
た
り
、
そ
ん
な
感
じ
ね
。
遊

ん
だ
り
す
る
の
は
〃
バ
ン
ピ
〃
で
し
ょ
う
。
〃
再
度
山
燕
″
で
し

ょ
う
。

、
Ｂ
ｒ

謡
唱

9０
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☆
再
度
山
荘
で
何
食
べ
る
の
？
歩
い
て
の
ぼ
る
の
？

レ
イ
歩
く
と
き
も
、
走
る
と
き
も
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
き
も

あ
る
。
冷
た
い
ミ
ル
ク
か
、
コ
ー
ヒ
ー
か
ト
ー
ス
ト
。
で
も
、
こ

の
と
こ
ろ
行
っ
て
な
い
拳
た
い
。

☆
な
ぜ
そ
ん
な
山
荘
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
行
く
の
？

レ
イ
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
て
好
き
に
な
っ
て
。
別
の
次
元
に
行

っ
た
み
た
い
な
感
じ
で
ね
。

☆
神
戸
の
一
つ
の
穴
場
だ
ね
。
他
は
ど
こ
に
行
く
の
。
〃
ポ
ケ
ッ

ト
〃
な
ん
か
ど
う
？

レ
イ
強
姦
よ
げ
の
場
所
ね
。
夜
の
二
時
、
三
時
。
寝
る
と
こ
な

く
て
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
た
ら
強
姦
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

昨
日
も
あ
っ
た
ん
よ
・
ス
カ
ー
ト
が
ビ
リ
ッ
と
破
れ
て
、
け
が
し

ち
ゃ
っ
て
。
や
く
ざ
っ
ぽ
い
男
が
三
人
。
私
一
人
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
わ
め
き
ち
ら
し
て
。
逃
げ
る
拍
子
に
ド
ン
と
押
さ
れ
て
、

ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
、
そ
の
と
き
ピ
リ
ッ
と
破
れ
た
ん
よ
◎
強
姦

が
和
姦
ふ
た
い
な
も
の
に
な
れ
ば
、
強
姦
も
い
や
じ
ゃ
な
く
な
る

と
思
う
。
で
も
、
強
姦
っ
て
生
理
的
に
い
や
ね
。

☆
強
姦
し
た
こ
と
あ
る
の

レ
イ
し
た
こ
と
な
ん
か
な
い
わ
よ
・
で
も
強
姦
す
る
よ
う
に
な

り
た
い
ワ
。
私
な
ん
か
男
の
人
を
強
姦
し
て
も
強
姦
に
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
和
姦
に
な
る
も
の
。

☆
恋
人
は
い
る
の
？

レ
イ
恋
人
は
い
な
い
。
で
も
、
す
ぐ
恋
し
ち
ゃ
う
。
そ
れ
で
、

す
ぐ
さ
め
る
と
き
も
あ
る
け
ど
、
そ
の
人
が
素
晴
ら
し
い
人
だ
っ

た
ら
自
分
も
素
晴
ら
し
く
な
る
か
ら
、
な
か
な
か
さ
め
な
い
け

ど
。☆

あ
ん
ま
り
君
を
神
戸
で
み
か
け
た
こ
と
が
な
い
け
ど
、
僕
が
ま

じ
め
す
ぎ
る
か
ら
か
な
。

レ
イ
だ
っ
て
、
私
、
一
変
に
一
八
○
度
の
転
換
を
し
て
、
現
在

の
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
も
の
。
そ
れ
ま
で
は
、
す
ご
く
お
嬢
さ
ん

だ
っ
た
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。

☆
家
庭
の
事
情
か
。
そ
れ
で
今
の
状
態
と
前
の
状
態
と
、
一
体
ど

っ
ち
が
い
い
の
？

レ
イ
今
の
状
態
の
方
が
い
い
。
で
も
、
家
に
い
る
時
か
ら
私
は

こ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
要
素
が
あ
っ
た
と
思
う
わ
。
今
は
、
何
か

落
ち
着
く
場
所
が
ほ
し
い
ワ
。

☆
で
も
落
ち
着
け
な
い
で
し
ょ
う
、
プ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
ら
。

守

レ
イ
う
ん
。
落
ち
着
け
な
い
と
き
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
落
ち

着
け
る
よ
う
に
、
そ
の
空
間
を
自
分
の
も
の
に
し
ち
ゃ
う
の
。
そ

う
し
な
い
と
仕
方
が
な
い
し
。
で
も
部
屋
が
ほ
し
い
ワ
。
一
一
キ
ビ

を
つ
ぶ
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
足
で
け
っ
て
象
な
が
ら
、
爪
を
切
っ

た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
が
す
ご
く
し
た
い
の
。

☆
そ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
の
。
君
は
フ
ー
テ
ン
と
呼
ば
れ
た
ら

い
や
な
の
？

レ
イ
別
に
ど
う
呼
ば
れ
た
っ
て
い
い
ワ
。
お
前
さ
ん
で
も
、
あ

ん
た
で
も
、
フ
ー
テ
ン
で
も
、
同
じ
よ
う
な
も
の
や
わ
。

☆
一
番
大
切
に
し
て
い
る
も
の
は
何
？

レ
イ
誰
に
も
犯
さ
れ
た
く
な
い
領
域
ね
。
口
で
は
言
え
な
い
け

ど
、
こ
の
辺
に
漂
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
ゑ
た
い
な
も
の
。

☆
君
は
絵
を
か
く
の
？
絵
か
き
に
な
り
た
い
？

レ
イ
・
ヘ
ン
画
ね
。
昔
は
か
い
た
こ
と
が
あ
る
。
絵
か
き
や
さ
ん

に
な
っ
て
も
面
白
い
と
思
う
。

☆
絵
か
き
や
？
僕
の
考
え
で
は
絵
か
き
や
と
画
家
と
は
違
う
よ
。

君
の
場
合
、
抽
象
絵
画
を
か
き
た
い
の
？

レ
イ
そ
う
、
抽
象
絵
画
。
今
か
い
て
い
る
の
は
面
白
い
ョ
。
言

葉
で
表
現
で
き
な
い
か
ら
絵
に
す
る
ん
だ
け
ど
。
白
い
平
面
に
中

心
が
幾
つ
も
で
き
て
い
る
の
、
細
か
い
仕
事
、
細
か
い
作
業
ね
。

☆
多
く
の
粒
子
が
集
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
数
学
的
な
も
の
？

レ
イ
数
学
的
じ
ゃ
な
い
。
感
覚
的
ね
。

☆
好
き
な
画
家
は
？

レ
イ
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
。
ポ
ル
ス
も
好
き
ね
、
モ
ロ
ー
も
好

き
、
リ
ャ
ズ
レ
ー
も
好
き
。

☆
日
本
の
絵
か
き
で
好
き
な
の
は
？

レ
イ
加
納
光
夫
。
あ
れ
面
白
い
ワ
。
横
尾
忠
則
な
ん
か
は
好
き

じ
ゃ
な
い
。
宇
野
亜
喜
良
、
あ
れ
は
嫌
い
。
で
も
前
衛
の
方
が
い

い
ね
。
横
尾
忠
則
な
ん
か
、
ご
ま
か
し
が
あ
り
あ
り
と
わ
か
る
か

ら
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い
。
宇
野
亜
喜
良
な
ん
て
リ
ャ
ズ
レ
ー
の
真

似
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
ま
だ
、
昔
の
リ
ャ
ズ
レ
ー
の
方
が
ず
っ

と
い
い
ワ
。

☆
こ
れ
か
ら
も
絵
を
か
き
た
い
の
？

レ
イ
う
ん
。
一
番
て
っ
と
り
早
い
し
ね
、
そ
れ
か
ら
エ
ッ
チ
ン

グ
を
や
り
た
い
し
。
私
の
作
品
を
エ
ッ
チ
ン
グ
し
た
ら
、
す
ご
く

面
白
い
だ
ろ
う
な
。

☆
君
は
有
名
に
な
り
た
い
？

9１
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レ
イ
な
り
た
い
。
神
戸
で
は
眠
っ
て
い
る
人
が
多
い
じ
ゃ
な

い
。
ゑ
ん
な
眠
っ
て
い
る
。
煙
ま
で
眠
っ
て
い
る
ワ
。
そ
ん
な
人

を
ポ
カ
ー
ン
と
た
た
き
お
こ
し
て
や
り
た
い
。

☆
た
た
き
お
こ
し
て
も
、
し
ょ
う
が
な
い
よ
。
あ
の
連
中
は
睡
眠

薬
を
の
ル
で
い
る
ん
だ
か
ら
。

レ
イ
睡
眠
薬
な
ん
か
、
の
他
で
い
な
い
わ
よ
・
子
守
歌
を
聞
い

て
い
る
の
。
だ
か
ら
私
が
そ
の
子
守
歌
を
消
し
ち
ゃ
え
ば
い
い
。

日
食
の
き
ま
り
き
っ
た
リ
ズ
ム
を
叩
き
つ
ぶ
す
よ
う
な
鋭
い
ズ
ド

ー
ン
と
し
た
も
の
で
皆
を
起
し
て
や
り
た
い
。
こ
れ
も
快
感
か
な

☆
そ
う
い
う
日
本
か
ら
脱
出
す
る
と
し
た
ら
、
ど
こ
が
い
い
？

レ
イ
ブ
ラ
ジ
ル
。
木
を
ゴ
リ
ゴ
リ
伐
っ
た
り
、
農
夫
に
な
り
た

い
Ｏ☆

都
会
に
は
興
味
が
な
い
の
？

レ
イ
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
神
戸
は
余
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ワ
。
ゑ
な

眠
っ
て
い
る
も
の
ね
。

☆
小
さ
い
ゆ
り
か
ご
の
中
で
、
眠
り
な
が
ら
、
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て

い
る
女
の
子
が
君
だ
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
？

レ
イ
そ
う
じ
ゃ
な
い
わ
よ
◎
失
礼
な
、
お
こ
る
わ
よ
・

☆
君
ら
に
は
仲
間
は
い
る
の
？
仲
間
意
識
な
ん
て
あ
る
の
？

レ
イ
そ
ん
な
の
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
顔
見
知
り
と
い
う
だ

け
。
神
戸
の
人
っ
て
、
み
な
お
山
の
大
将
で
ね
。

☆
絵
の
ほ
か
に
好
き
な
も
の
は
何
？

レ
イ
全
部
好
き
。
で
も
強
姦
だ
け
は
イ
ヤ
。
ゴ
ル
フ
場
で
寝
こ

ろ
ん
で
、
太
陽
の
光
線
の
粒
子
を
全
身
に
浴
び
た
り
、
注
射
し
た

ら
す
ご
く
痛
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
針
を
抜
い
た
と
き
の
感
じ
が
す

ご
く
好
き
。
セ
ッ
ク
ス
の
終
っ
た
あ
と
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
ね
。

☆
他
に
何
が
好
き
？
お
金
は
？
男
は
？
女
は
？

レ
イ
お
金
好
き
。
男
好
き
。
女
も
好
き
ョ
。
で
も
女
っ
て
い
な

い
じ
ゃ
な
い
。

☆
君
が
い
う
女
は
ど
う
い
う
女
？

レ
イ
凄
く
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
承
た
い
で
。
私
染
た
い
な
の

☆
そ
れ
じ
ゃ
、
自
分
で
自
分
は
好
き
？

レ
イ
自
分
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
空
気
ゑ
た
い
に
思
え
る

し
、
自
分
の
眼
に
映
っ
て
い
る
の
が
、
た
だ
重
量
だ
け
に
す
ぎ
な

い
の
じ
や
な
い
か
と
も
思
え
る
。
自
分
が
人
か
ら
見
つ
め
ら
れ

て
、
自
分
と
い
う
も
の
を
感
じ
な
く
な
っ
た
り
、
反
対
に
人
が
い

な
く
て
、
自
分
が
部
屋
に
と
じ
こ
も
っ
て
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考

■

え
て
い
る
と
き
、
自
分
な
ん
か
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
え
て
く
る

☆
今
の
君
の
状
態
を
苦
に
も
思
わ
な
い
し
楽
し
く
も
な
い
、
と
い

う
こ
と
？
要
す
る
に
普
通
な
の
？
君
に
と
っ
て
当
り
前
？

レ
イ
普
通
と
は
思
っ
て
い
な
い
ワ
。
私
も
今
の
状
態
か
ら
ぬ
け

だ
そ
う
と
思
っ
て
い
る
し
。
性
を
変
え
ち
ゃ
う
、
と
い
う
か
、
生

ま
れ
変
わ
る
、
と
い
う
の
か
…
…
…
。

☆
死
ぬ
と
い
う
こ
と
？
死
に
た
い
の
？

レ
イ
死
に
た
く
な
い
。
死
は
恐
い
ワ
。
す
ご
く
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
し
。
老
衰
し
た
い
。
生
き
て
行
き
た
い
ね
。

☆
そ
の
今
の
状
態
か
ら
ぬ
け
で
た
い
、
と
い
う
方
法
は
何
も
死
ぬ

こ
と
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

レ
イ
ポ
ャ
ッ
と
流
れ
て
い
る
も
の
を
定
着
さ
せ
た
い
の
。
絵
に

か
く
も
の
を
作
り
た
い
の
。
絵
を
か
き
た
い
の
。

☆
絵
を
か
く
こ
と
が
定
着
し
た
こ
と
に
な
る
の
？

レ
イ
な
っ
た
つ
も
り
。
だ
っ
て
時
冬
自
分
が
死
ん
で
い
な
い

こ
と
は
、
た
し
か
だ
け
ど
、
生
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
と
す
ご

く
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
ワ
。
ま
る
で
浮
い
て
る
染
た
い
。

☆
君
の
場
合
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
け
ど
、
君
に
と

っ
て
一
番
き
ら
い
な
い
わ
れ
方
は
あ
る
？

レ
イ
そ
う
ね
。
幼
い
頃
、
ち
ょ
っ
と
血
が
違
う
の
で
、
ア
メ
リ

カ
の
血
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
き
ら
い
な
こ
と
が
あ
っ
た
ね
。

☆
哲
学
者
で
好
き
な
人
い
る
？

レ
イ
哲
学
者
？
以
前
は
い
た
の
よ
。
三
年
ぐ
ら
い
前
は
サ
ル
ト

ル
ね
。
今
は
ニ
ー
チ
ェ
。

☆
一
応
の
予
定
の
コ
ー
ス
だ
な
。
ポ
ー
ボ
ア
ー
ル
は
？

レ
イ
嫌
い
。

☆
結
婚
に
つ
い
て
は
ど
う
思
う
？

レ
イ
あ
ま
り
結
婚
し
た
く
な
い
。
相
手
が
い
な
い
も
ん
（
笑
）

☆
結
婚
は
相
手
に
よ
る
か
ら
ね
。
女
の
幸
せ
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

レ
イ
ポ
ー
ッ
と
し
て
い
る
時
じ
ゃ
な
い
。

☆
君
、
今
い
く
つ
？

レ
イ
四
才
。
去
年
は
咽
。
で
も
意
識
し
た
の
は
二
年
前
だ
か
ら

聞
か
れ
た
ら
２
才
と
答
え
る
の
。
三
年
前
ま
で
の
私
っ
て
、
今
の

私
と
全
然
関
係
な
い
し
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
０
才
と
答
え
る

方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
。

や
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9３

④

☆
読
者
サ
ロ
ン

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空
港
と
ダ

レ
ス
空
港
の
承
で
あ
る
。
過
日
神
戸
新

聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
水
田

蔵
相
は
淡
路
の
方
が
成
田
よ
り
も
早
い

か
も
知
れ
な
い
と
語
っ
た
と
云
わ
れ

る
。
莫
大
な
資
金
面
に
つ
い
て
も
、
今

更
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
よ
り
も
、
外
資
を

導
入
し
て
で
も
、
と
に
か
く
一
日
で
も

早
く
建
設
し
な
い
こ
と
に
は
、
そ
れ
だ

け
国
際
航
空
に
お
く
れ
を
と
る
こ
と
に

な
る
。
神
戸
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
港
（
神
戸
港
）
に
対
す
る
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
（
淡
路
）
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
と
思
う
。
成
田
が
完
成
し
て
も
東

京
ま
で
一
時
間
の
グ
ラ
ン
ド
バ
リ
ァ
で

は
、
淡
路
よ
り
羽
田
ま
で
四
十
五
分
の

国
内
ジ
ェ
ッ
ト
を
考
え
る
と
、
そ
う
大

し
て
変
り
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
標
高
三
百
米
の
高
地

と
い
う
こ
と
は
、
万
一
過
日
の
松
山
事

故
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
時
、
回
復
力
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
ア
ク
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
情
報

交
換
、
Ｐ
Ｒ
そ
の
他
の
た
め
の
機
関

を
、
県
・
市
・
商
工
会
議
所
そ
の
他
共

同
出
資
で
作
る
こ
と
、
現
在
の
関
西
新

国
際
空
港
協
議
会
を
発
展
さ
せ
て
も
よ

い
が
、
た
だ
過
去
の
例
を
ゑ
て
も
、
天

下
り
人
事
を
排
し
、
・
ハ
イ
タ
リ
テ
ィ
に

富
ん
だ
若
い
ブ
レ
ー
ン
を
必
要
と
す
る

こ
と
。
も
う
慎
重
に
検
討
と
か
、
前
向

き
と
か
、
弾
力
的
に
と
い
っ
た
言
葉
の

魔
術
を
弄
し
て
い
る
時
点
で
は
な
い
。

プ
ラ
ン
か
ら
ド
ウ
（
Ｄ
Ｏ
）
の
段
階
と

思
う
。
そ
し
て
、
更
に
デ
ベ
ロ
ッ
プ
し

た
い
こ
と
は
、
太
平
洋
地
区
に
お
け
る

国
際
航
空
セ
ン
タ
ー
と
し
て
雄
大
な
構

想
を
も
ち
た
い
。
単
な
る
空
港
だ
け
で

な
く
、
一
例
と
し
て
米
国
の
マ
イ
ア
ミ

国
際
空
港
の
ご
と
く
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
学
校
が
十
八
億
円
で
建
設
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
せ
め
て
そ
の
十
分
の
一

で
も
よ
い
。
当
地
は
先
日
の
神
戸
カ
ー

ニ
バ
ル
で
も
見
ら
れ
る
ご
と
く
日
本
一

の
国
際
美
女
の
街
で
あ
る
。
各
エ
ア
ラ

イ
ン
の
事
務
所
に
毛
の
生
え
た
よ
う
な

訓
練
所
で
は
、
一
機
二
十
名
近
く
の
客

室
乗
務
員
を
必
要
と
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
時

代
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
地
の
利
を
得

て
太
平
洋
地
区
唯
一
の
綜
合
ス
チ
ュ
ワ

ー
デ
ス
学
校
を
作
り
た
い
。

日
本
の
航
空
界
に
は
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

の
ク
ラ
レ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
や
、
マ

ク
ダ
ネ
ル
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
マ
ク
ダ
ネ

ル
氏
の
ご
と
く
、
経
営
者
で
あ
り
設
計

者
で
あ
り
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う

人
材
が
い
な
い
の
も
残
念
な
こ
と
で
あ

る
が
、
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク

誌
の
よ
う
に
「
航
空
は
わ
れ
わ
れ
の
初

期
の
頃
の
夢
を
は
る
か
に
越
え
て
し
ま

っ
て
お
り
、
ま
る
で
何
も
し
な
い
で
今

日
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
こ
と
ば
を
味
わ
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
七
丁
目

一
一
二
ノ
ー
二

投
稿
者
・
こ
ぽ
り
か
ず
を
四
○
才

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

〃
成
田
に

追
い
つ
き

追
い
越
せ
〃

小
堀
一
夫

神
戸
っ
子
七
月
号
に
て
、
空
港
技
術

と
、
関
西
新
国
際
空
港
に
つ
い
て
の
対

談
に
特
に
関
心
を
も
っ
た
。
淡
路
新
空

港
案
が
発
表
さ
れ
て
早
や
一
年
余
、
そ

の
間
に
反
対
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
な

い
の
は
、
国
際
感
覚
の
持
主
と
し
て
日

本
一
の
神
戸
っ
子
の
誇
り
と
思
う
。
願

わ
く
ぱ
、
政
府
の
鶴
の
一
声
を
、
｜
手
を

こ
ま
ね
い
て
待
つ
よ
り
、
一
日
で
も
早

く
地
元
の
手
で
何
と
か
ア
ク
シ
ョ
ン
が

と
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
に
於

け
る
空
港
建
設
は
、
各
州
ま
た
各
地
方

（
カ
ウ
ン
テ
ィ
）
が
担
当
し
て
お
り
、

Ｆ
Ａ
Ａ
（
航
空
局
）
所
有
の
も
の
は
、
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津〃には、そんな言葉がぴったりのお店。 宮、金剛山南浜の小さなレンガづくりの木の戸を押してごらん。小さな
まず、貫録のある美人のママが良い。お酒が好きで、あっさりした姉｜小さな隅っこの楽しい店。ブルーと黄と白のタテ稿のテント壁面。じゅ

御肌の性格。生粋の神戸っ子である。 うたんの床。室内はヨットのキャビンに入ったような感じ。午後６時か
カウンターごしに、いいたいことをぶつつけあえる、そんなママだか｜らミッドナイトまで。東門筋山手ロッヂ２Ｆにもスタンドナカハマを開

ら、若い男性からの身の上相談も多い。 いている中浜志朗さんがマスター。この道８年。２６才の若くスマートな
かわいい人気者の双子の姉妹が、ひろちゃんとなっちゃん。主任のか｜マスターだ。１１時3 0 分から生バンドが入り店内は熱っぽいふんいき。

ずちゃんはしつかりものでママのいないときに店を切りまわす。家庭的｜中浜さんのギターの弾き語りがきけることもある。あとはバーテンの足
な雰囲気で家庭の料理（2 0 0 ～3 0 0 円）が楽しめる。この８月で開店７周｜立さんと可愛い子ちゃんが一人。ドギモをぬくようなプチ・トイレがあ
年。２０日2 1 日2 2 日の三日間は大黒正宗のコモカぶり飲暴放題。、' 酒は飲｜る･ ビール（小）￥3 0 0 オールド￥3 5 0 フィーズ￥3 0 0 つきだし￥2 0 0 客
むくし、百薬の長〃である。ビール3 0 0 円、ハイボール3 0 0 円。 層は中年層が多く、リラックスなムードを楽しむ人が集まる店。
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本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
関
西
支

部
長
）
近
藤
年
子
（
服
飾
デ
ザ

イ
ナ
ー
）
犬
丸
弘
（
服
飾
評
論

家
）
新
村
正
（
若
い
女
性
編
集

長
）
山
沢
栄
子
（
写
真
家
）
福

富
芳
美
（
明
石
女
子
短
大
学
長

・
神
戸
ド
レ
メ
院
長
）
氏
ら
が

あ
た
る
。

賞
品
は
特
賞
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ

ン
、
１
等
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
、
２
等
新
家
庭
百
科
辞
典
全

巻
、
そ
の
他
服
地
・
真
珠
ブ
ロ

ー
チ
な
ど
、
高
校
生
が
喜
び
そ

う
な
も
の
ば
か
り
。
服
飾
教
育

振
興
の
た
め
に
高
校
生
の
ア
イ

デ
ア
と
セ
ン
ス
を
デ
ザ
イ
ン
画

に
表
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

だ
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が

一
世
を
風
座
す
る
時
代
だ
か

ら
、
的
を
射
た
ア
イ
デ
ア
と
い

え
る
。
願
わ
く
ば
、
神
戸
の
服

飾
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト

も
、
福
富
学
園
が
の
ろ
し
を
あ

げ
て
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
界

を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
も
の
。

☆
神
戸
で
夏
の

船
上
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
若
者
達
は
、
イ

キ
で
お
シ
ャ
レ
で
…
…
…
。

そ
ん
な
若
者
達
に
う
っ
て
つ

け
の
．
〈
－
テ
ィ
ー
が
来
る
八
月

三
十
一
日
（
土
）
に
行
な
わ
れ

る
。そ

れ
も
、
港
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
ふ

さ
わ
し
い
、
船
上
．
ハ
ー
テ
ィ
ー

と
き
て
い
る
。

ス
ナ
ッ
ク
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の

〃
ポ
ケ
ッ
ト
〃
と
〃
神
戸
の
若

い
世
代
の
会
″
の
共
催
で
、
名

付
け
て
〃
ア
ロ
ハ
・
サ
マ
ー
・

・
ハ
ー
テ
ィ
〃
・
バ
カ
ン
ス

玉
来
年
ま
で
さ
よ
う
な
ら
と

ぽ
か
り
に
船
の
上
で
大
い
に
若ロ

こ
と
や
、
工
費
節
減
の
た
め
、
あ

る
い
は
工
事
が
市
街
地
で
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
、
騒
音
と
振

動
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

な
ど
、
新
工
法
を
い
ろ
い
ろ
と

り
入
れ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

こ
の
高
速
道
路
は
万
博
ま
で

に
月
見
山
Ｉ
西
宮
を
開
通
さ

せ
、
西
は
現
在
設
計
段
階
の
神

明
パ
イ
。
ハ
ス
、
東
は
名
神
高
速

道
路
と
接
続
さ
せ
、
大
動
脈
の

中
枢
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

☆
高
校
生
の

デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト

ミ
一
一
旋
風
が
吹
き
ま
く
っ
た

モ
ー
ド
界
。
今
秋
は
何
の
風
が

吹
き
ぬ
け
る
か
楽
し
み
な
こ
と

だ
が
、
さ
て
神
戸
で
は
高
校
生

の
服
飾
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

が
、
福
富
学
園
（
明
石
女
子
短

大
・
神
戸
ド
レ
メ
）
の
主
催
で

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

作
品
受
付
は
７
月
１
日
ｌ
即

日
ま
で
。
審
発
査
表
は
７
月

末
、
作
品
の
実
物
製
作
シ
ョ
ー

は
皿
月
初
旬
の
予
定
に
な
っ
て

い
る
。審査

員
は
、
赤
根
和
生
（
美

術
評
論
家
）
小
磯
良
平
（
画
家
）

白
川
渥
（
作
家
）
今
竹
幸
子
（
日

『_１

タグ

☆
待
望
の
神
戸
高
速
道
路

若
宮
←
生
田
川
完
成

工
事
が
急
が
れ
て
い
た
神
戸

高
速
道
路
、
柳
原
ｌ
若
宮
（
六

・
七
伽
）
と
、
京
橋
ｌ
生
田
川

（
一
・
三
帥
）
が
完
成
、
さ
る

七
月
二
十
九
日
開
通
式
が
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
で
、
す

で
に
営
業
し
て
い
る
柳
原
１
京

橋
（
三
・
三
伽
）
と
あ
わ
せ
て

若
宮
ｌ
生
田
川
一
一
・
三
伽
が

完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
神
戸
建

設
部
の
若
い
技
師
、
曽
根
さ
ん

は
「
市
電
修
設
の
よ
う
な
道
路

工
事
以
外
の
関
連
工
事
が
多
い

9６

｡

こ
の
運
動
へ
の
献
金
の
方
法
は
、
一

○
○
円
を
伶
所
氏
名
、
生
年
月
日
を
書

き
添
え
て
事
務
局
へ
郵
送
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
古
切
手
集
め
に
も
ご
協
力

下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

甲
山
学
園
訪
問

七
月
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時
、
阪

急
夙
川
駅
出
口
に
集
合
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
約
二
十
五
人
は
．
ハ
ス
で
甲
山

学
園
に
向
っ
た
。

児
童
達
は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
達

か
ら
ハ
ン
カ
チ
刺
繍
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

お
承
や
げ
を
も
ら
っ
て
大
喜
び
、
そ
し

て
約
四
時
間
ポ
ー
ル
遊
び
や
歌
を
う
た

っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

事
務
局
Ｉ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
ニ

ノ
五
青
陽
養
謹
学
校
内

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

電
話
、
一
五
五
九

「
誕
生
日
あ
り
が
と
銘
運
動
」
と
は

百
名
中
三
’
四
名
は
必
ず
出
現
し
て
い

る
精
神
薄
弱
児
（
ち
え
お
く
れ
の
子
た

ち
）
に
〃
正
し
い
理
解
と
愛
情
を
〃
を

モ
ッ
ト
ー
に
は
じ
ま
っ
た
社
会
啓
蒙
運

動
で
す
。

わ
が
国
の
精
神
薄
弱
の
福
祉
対
策
は

先
進
国
に
比
し
て
二
十
’
五
十
年
も
お

く
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
精
神
薄

弱
福
祉
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
原
動

力
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
国
民
一
人

一
人
の
関
心
の
高
ま
り
で
す
。
こ
れ
こ

そ
精
神
薄
弱
問
題
の
根
本
的
な
解
決
へ

一
歩
一
歩
近
づ
け
る
最
も
近
い
道
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
啓
蒙
運
動
を
一
段
と

積
極
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
誰
に
で

も
親
し
め
る
入
門
的
な
精
神
薄
弱
問
題

の
啓
蒙
図
書
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
啓
蒙
図
書
の
刊
行
に

対
し
、
皆
様
方
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
御

援
助
や
激
励
の
手
紙
が
相
次
ぎ
、
事
務

局
で
は
係
員
一
同
感
激
の
連
統
で
す
。
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船上パーティが開かれたふたぱ丸

9７

さ
を
ぶ
つ
つ
け
合
お
う
と
い
う

趣
向
で
あ
る
。

船
は
修
学
旅
行
専
用
船
と
し

て
造
ら
れ
た
関
西
汽
船
の
〃
ふ

た
ば
丸
（
一
○
八
○
総
ト
ン
）
″
で

観
光
船
と
し
て
の
設
備
も
と
と

の
っ
て
お
り
、
勿
論
、
全
船
開

放
し
て
の
船
上
。
〈
－
テ
ィ
ー
で

あ
る
。船室

、
お
よ
び
甲
板
を
そ
れ

ぞ
れ
第
一
、
第
二
会
場
と
し
、

エ
レ
キ
バ
ン
ド
の
競
演
、
ゴ
ー

ゴ
ー
ダ
ン
ス
大
会
で
、
出
演
バ

ン
ド
が
〃
浅
原
進
と
ザ
・
ナ
ッ

ク
″
〃
グ
ラ
ン
プ
リ
″
〃
チ
ェ

ッ
ク
メ
イ
ッ
″
〃
コ
ス
モ
ス
〃

〃
マ
ン
テ
ィ
ス
″
ｅ
ｔ
ｃ
・

午
後
５
時
に
中
突
堤
を
出

港
、
明
石
沖
を
回
っ
て
９
時
頃

帰
っ
て
来
る
予
定
。

ゴ
ー
ゴ
ー
ガ
ー
ル
ズ
や
芸
能

人
も
多
数
出
席
す
る
ほ
か
、
船

内
の
映
写
室
で
映
画
上
映
の
予

定
な
ど
、
夏
の
最
後
の
土
曜
日

暑
く
な
っ
て
く
る
に
し
た
が
っ
て
、

自
動
車
の
燃
料
で
あ
る
ガ
ン
リ
ン
の
粘

度
が
落
ち
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ

ブ
レ
ー
タ
の
中
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の
量
を

一
定
に
保
っ
て
い
る
「
フ
ロ
ー
ト
パ
ル

ブ
」
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ゴ
ミ
が
か
ん
で

も
、
ガ
ソ
リ
ン
が
止
ら
な
く
て
、
溢
れ

だ
す
。こ

の
現
象
を
「
キ
ャ
プ
レ
ー
タ
の
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
が
起
き
る
と
、
エ

ン
ス
ト
し
て
し
て
し
ま
っ
て
、
絶
対
に

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
。
こ
ん
な
場

合
の
応
急
修
理
の
方
法
を
お
知
ら
せ
し

よ
う
。オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い
る
場
合

は
、
キ
ャ
プ
レ
ー
タ
の
前
の
方
に
つ
い

て
い
る
、
ガ
ソ
リ
ン
量
を
示
す
ガ
ラ
ス

窓
の
基
準
線
よ
り
も
ガ
ソ
リ
ン
が
上
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
の

時
に
は
、
ネ
ジ
回
し
で
、
ガ
ラ
ス
窓
を

締
め
つ
け
て
い
る
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
る
こ

と
で
あ
る
（
ゆ
る
め
る
だ
け
で
、
抜
い

て
し
ま
わ
な
く
て
よ
い
）
こ
う
し
て
や

る
と
、
ガ
ラ
ス
の
す
き
間
か
ら
ガ
ソ
リ

ン
が
流
れ
出
す
。
こ
の
流
れ
出
し
た
時

に
、
キ
ャ
プ
レ
ー
タ
の
方
を
、
ネ
ジ
回

し
の
柄
で
「
コ
ソ
コ
ン
」
た
た
い
て
や

る
と
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
に
か
ん
で
い

た
ゴ
ミ
が
流
れ
出
し
て
し
ま
う
。

キ
ヤ
プ
レ
ー
タ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

の
故
障
は
、
こ
れ
で
完
全
に
な
お
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
も
、
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
が
止
ら
な
い
時
は
、
フ
ロ
ー
ト
が

パ
ン
ク
し
て
空
気
が
抜
け
た
か
？
、
あ

る
い
は
、
フ
ロ
ー
ト
パ
ル
プ
に
キ
ズ
が

つ
い
て
し
ま
っ
た
か
ｌ
で
あ
る
。
こ
の

場
合
は
フ
ロ
ー
ト
と
、
フ
ロ
ー
ト
バ
ル

プ
を
新
品
に
取
り
替
え
な
い
と
完
全
に

は
な
お
ら
な
い
。
（
写
真
は
、
神
戸
ヤ

ナ
セ
を
訪
れ
た
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の
ワ
ー

ゲ
ン
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
）

の
夜
を
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
企
画
が
も
り
だ
く
さ
ん

に
お
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

会
費
は
ド
リ
ン
ク
付
で
千

円
。
問
合
せ
は
左
記
へ
ど
う

ぞ
。

ス
ナ
ッ
ク
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ポ
ケ
ッ
ト
」
⑳
２
８
１
０

メ
ン
ズ
・
シ
ョ
ッ
プ

「
タ
ッ
ヤ
」
⑫
２
７
４
０

メ
ン
ズ
・
シ
ョ
ッ
プ

「
一
番
館
」
⑪
２
３
９
７

☆
女
性
専
用
サ
ウ
ナ
繁
盛
記

「
若
く
美
し
く
」
あ
り
た
い

と
願
う
女
心
は
い
つ
の
世
に
も

変
り
は
な
い
が
、
神
戸
で
は
最

近
女
性
専
用
サ
ウ
ナ
が
繁
盛
し

て
い
る
。
新
し
く
登
場
す
る
サ

ウ
ナ
は
、
北
野
町
に
８
月
昭
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ

サ
ロ
ン
・
ぶ
る
１
．
あ
き
ら
。

１
階
は
西
野
明
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ヘ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
。
２
階
に
新

し
く
サ
ウ
ナ
の
世
界
一
の
評
判

を
と
る
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
メ
ト
ス

社
の
サ
ウ
ナ
が
始
ま
る
。
こ
こ

は
〃
あ
き
ら
の
会
″
と
い
う
会

員
制
で
入
会
金
５
万
円
。
サ
ウ

ナ
は
会
員
４
百
円
、
ビ
ジ
タ
ー

７
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
現
在
人
気
の
あ
る
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
女
性
サ
ウ

ナ
は
７
百
円
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
８

百
円
。
高
校
生
ぐ
ら
い
の
女
の

子
が
サ
ウ
ナ
に
五
回
入
っ
て
頑

張
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
ス
マ

ー
ト
に
な
る
に
は
、
一
涙
ぐ
ま
し

き
努
力
カ
ナ
で
あ
る
。
後
一
つ

は
セ
ン
タ
ー
街
ス
タ
イ
ル
ビ
ル

５
階
の
東
浦
千
紗
子
ビ
ュ
ー
テ

ィ
サ
ロ
ン
の
サ
ウ
ナ
。
こ
こ
は

特
別
会
員
の
入
会
金
１
万
円
で

一
回
６
百
円
。
一
般
利
用
は
千

●ドライバーメモ
キャブレータの故障

川口陽之
（自動車評論家）

円
。
い
づ
れ
も
大
変
な
人
気
だ

か
ら
、
ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い

女
性
よ
一
度
利
用
さ
れ
て
は
い

か
が
。

☆
足
立
巻
一

「
関
西
女
人
伝
」
発
刊

「
鵜
殿
礼
栄
は
、
神
戸
花
隈

の
料
亭
八
松
の
家
Ｖ
の
お
か
承

で
あ
る
。
が
、
お
か
み
と
い
う

よ
り
社
長
と
い
っ
た
ほ
う
が
い

い
。
八
く
ら
ぶ
花
く
ま
Ｖ
、
和

風
ス
ナ
ッ
ク
・
レ
ス
ト
ラ
ン

八
古
紋
Ｖ
も
同
時
経
営
し
て
い

て
、
組
織
は
株
式
会
社
で
あ

り
、
礼
栄
は
取
締
役
社
長
で
あ

る
。
大
正
九
年
生
ま
れ
、
四
十

半
ば
す
ぎ
…
…
…
」

雑
誌
「
オ
ー
ル
関
西
」
に
足

立
巻
一
氏
が
連
載
し
て
好
評
だ

っ
た
『
関
西
女
人
伝
』
、
と
『
現

代
の
個
性
』
の
一
部
が
ま
と
め

ら
れ
「
関
西
お
ん
な
」
の
題
で

文
研
出
版
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

評
論
家
の
村
山
リ
ウ
さ
ん
、

下
着
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
鴨
居
洋
子

さ
ん
、
花
隈
八
松
の
家
Ｖ
の
鵜

殿
礼
栄
さ
ん
ら
関
西
の
女
傑
・

才
媛
十
五
人
の
像
を
多
方
面
に

才
能
を
発
揮
す
る
足
立
巻
一
氏

が
、
幅
広
い
見
識
と
優
れ
た
洞

察
眼
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
描

き
出
し
て
い
る
。
（
三
九
○
円
）

遥
ま
し
く
生
き
る
関
西
の
お

ん
な
に
は
、
は
か
り
知
れ
ぬ
生

命
力
と
新
鮮
味
が
感
じ
ら
れ
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Ｒ２喧租

購蕊静…
寄
せ
、
や
わ
ら
か
い
口
調
で
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
一

一
「
廃
県
置
川
」
の
発
言
地
方
行
政
の
広
域
化
へ
の
誉
そ
こ
で
、
松
下
幸
之
助
氏
一

一
松
下
電
器
の
松
下
幸
之
助
鐘
を
ガ
ッ
チ
リ
や
っ
て
い
は
「
生
命
を
か
け
る
思
い
で
一

一
会
長
が
主
宰
す
る
「
Ｐ
．
Ｈ
る
。
こ
の
〃
廃
県
置
州
論
″
実
行
を
」
と
説
く
。
た
し
か
一

一
・
Ｐ
」
と
い
う
雑
誌
が
あ
る
。
は
長
い
間
、
み
つ
め
ら
れ
た
に
、
こ
れ
は
生
命
を
か
け
な
一

一
〃
お
互
い
に
身
も
心
も
豊
か
う
え
で
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
だ
一

一
に
な
っ
て
、
平
和
で
幸
せ
な
の
ら
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
が
、
ま
ず
は
市
民
が
、
地
方
自
一

一
生
活
を
送
り
た
い
、
こ
の
繁
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
し
、
治
の
問
題
を
重
妥
な
課
題
と
一

一
栄
・
平
和
・
幸
福
は
い
か
に
松
下
幸
之
助
一
流
の
経
営
論
し
て
考
え
る
姿
勢
が
必
要
な
一

一
し
て
実
現
で
き
る
か
と
い
う
が
躍
動
し
て
い
て
、
面
白
く
の
だ
。
（
Ｙ
）
一

五
日
、
秋
山
庄
太
郎
（
日
本
写
真
大
阪
の
百
貨
店
へ

作
家
協
会
副
会
長
）
六
日
、
中
山
ひ
し
め
き
あ
い
、
身
を
す
り
さ
ま
ざ
ま
の
遺
恨
を
つ
の
ら

恒
明
（
東
京
女
子
医
科
大
学
教
あ
わ
せ
て
、
て
ん
で
ば
ら
ぱ
せ

授
）
八
日
、
氏
家
寿
子
（
日
本
女
ら
の
目
は

錆
び
た
辞
表
の
ド
ス
を
心
に

子
大
学
教
授
）
九
日
、
野
坂
昭
加
吊
り
さ
が
っ
た
胃
腸
薬
の
ビ
の
ん
で
機
械
が
四
、
五
日
も

（
作
家
）
ラ
を
見
上
げ
止
る
と
お
も
い
原
価
計
算
の

・
会
場
農
業
会
館
五
階
ホ
ー
女
の
お
く
れ
毛
を
ぼ
ん
や
り
く
る
い
を
ね
が
い

眺
め
・
ヘ
ン
タ
ゴ
ン
の
よ
う
に

レノ・時
間
午
後
六
時
’
八
時
車
窓
の
あ
か
る
い
緑
を
追
う
敵
の
ふ
か
で
を
希
望
的
数
値

・
受
講
料
．
一
回
’
一
五
○
円
現
代
詩
神
戸
研
究
会
員
で
あ
に
お
き
か
え
る

六
回
連
続
’
七
○
○
円
り
、
ぐ
る
う
ぷ
・
て
と
ら
ぽ
っ
ぐ
る
う
ぶ
・
て
と
ら
ぽ
っ

・
申
し
込
承
神
戸
市
教
育
委
と
同
人
の
松
尾
茂
夫
が
二
冊
目
と
刊
（
五
○
○
円
）

新
聞
社
主
催
の
『
第
十
回
神
戸

夏
季
大
学
』
が
八
月
一
日
か
ら

各
界
権
威
の
講
師
陣
を
迎
え
て

開
講
さ
れ
ま
す
。

・
講
師
（
敬
称
略
）
八
月
一
日
嘉

治
元
郎
（
東
京
大
学
助
教
授
）
二

日
、
林
三
郎
（
東
海
大
学
教
授
）

る
。
女
性
の
真
実
の
美
し
さ
、
貝
会
社
会
教
育
課
⑬
八
一
八
一
の
詩
集
「
日
々
の
硝
煙
」
を
発

強
さ
と
い
う
も
の
を
知
る
た
め
神
戸
新
聞
社
事
業
局
事
業
部
⑳
刊
し
た
。

に
も
、
特
に
若
い
お
嬢
さ
ん
が
四
一
二
一
神
戸
新
聞
文
化
セ
ほ
ん
と
う
は
平
和
で
は
け
っ

た
に
す
す
め
た
い
書
で
あ
る
。
ン
タ
ー
四
一
二
一
し
て
な
い
の
に
平
和
と
思
い
込

み
、
か
と
い
っ
て
単
調
な
生
活

『
第
十
回
神
戸
夏
季
大
学
』
☆
松
尾
茂
夫
詩
集

の
リ
ズ
ム
に
は
飽
き
た
ら
ず
、

神
戸
市
教
育
委
員
会
・
神
戸
「
日
々
の
硝
煙
」
発
刊

何
か
な
い
か
と
鵜
の
目
麿
の
目

花時計

の
人
間
社
会
。
著
者
は
こ
れ
ら

十
五
篇
の
詩
を
通
し
て
、
そ
れ

ら
人
間
達
の
姿
を
辛
錬
に
強
烈

に
読
む
者
に
訴
え
か
け
て
く

る
。神

戸
の
造
船
所
へ

三
ノ
宮
の
オ
フ
ィ
ス
へ

凸

読
め
る
。
あ
る
意
味
で
広
域

行
政
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
ゑ

て
よ
い
。
地
方
行
政
の
広
域

化
は
地
域
開
発
に
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
条
件
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
誰
し
も
容
易

に
理
解
で
き
る
が
、
い
ざ
実

行
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

こ
と
を
人
間
の
本
質
に
照
し

て
、
ゑ
ん
な
で
考
え
て
ゆ
こ

う
″
と
い
う
の
が
、
こ
の
雑

誌
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
。
こ

の
「
Ｐ
．
Ｈ
・
Ｐ
」
の
七
月

号
で
、
松
下
幸
之
助
氏
が

「
〃
廃
県
置
州
″
で
新
た
な

繁
栄
を
」
と
い
う
小
文
を

寄
せ
、
や
わ
ら
か
い
口
調
で

地
方
行
政
の
広
域
化
へ
の
警

鐘
を
ガ
ッ
チ
リ
や
っ
て
い

る
。
こ
の
〃
廃
県
置
州
論
″

は
長
い
間
、
み
つ
め
ら
れ
た

う
え
で
、
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
ら
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
し
、

松
下
幸
之
助
一
流
の
経
営
論

が
躍
動
し
て
い
て
、
面
白
く

辺

「
’

蕊蕊
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ス
銀
貨
を
永
遠
に
変
ら
ぬ
愛
情
の
し
る

し
と
し
て
二
人
の
幸
運
の
シ
ン
ボ
ル
と

す
る
こ
と
を
誓
い
合
う
。
と
こ
ろ
が
キ

ッ
プ
ス
の
祖
父
が
大
邸
宅
と
莫
大
な
遺

産
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
キ

ッ
プ
ス
の
生
活
は
一
変
す
る
。

そ
の
頃
現
わ
れ
た
ば
か
り
の
自
動
車

を
乗
り
ま
わ
し
、
芝
居
に
投
資
を
し
、

す
っ
か
り
上
流
社
会
に
夢
中
に
な
っ

て
、
昔
の
仲
間
の
こ
と
な
ど
眼
中
に
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

お
ま
け
に
社
交
界
の
娘
ヘ
レ
ン
（
ペ

ネ
ロ
ー
プ
・
ホ
ー
ナ
ー
）
と
婚
約
・
・
・
・

ア
ン
は
６
ペ
ン
ス
銀
貨
の
半
分
を
投
げ

す
て
て
し
ま
う
の
だ
が
．
…
・
・
・

わ
が
国
で
も
芸
術
座
と
帝
国
劇
場
で

上
演
さ
れ
て
絶
讃
を
博
し
た
傑
作
ミ
ュ
．

１
ジ
カ
ル
の
完
壁
な
映
画
化
。

ロ
ン
ド
ン
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
双

方
の
舞
台
に
主
演
し
た
ト
ミ
ー
・
ス
テ

ィ
ー
ル
が
三
た
び
主
役
を
演
じ
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
映
画
を
と
く
い
と
す
る
ジ
ョ

ー
ジ
・
シ
ド
ニ
ー
が
演
出
に
あ
た
っ
た

だ
け
で
な
く
、
七
○
ミ
リ
の
大
型
画
面

を
生
か
す
た
め
、
物
語
の
舞
台
に
な
っ

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
各
地
に
大
規
模
な
ロ

ケ
イ
シ
ョ
ン
を
敢
行
し
て
い
る
。

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ム
ｉ
ビ
ー
・
コ

ー
ナ
ー

〃
心
を
繋
ぐ
６
ペ
ン
ス
〃

美
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
。

一
人
の
孤
児
が
、
か
わ
い
い
ガ
ー
ル

フ
レ
ン
ド
と
小
川
ぞ
い
の
道
を
歩
い
て

い
て
、
ピ
カ
ピ
カ
光
る
６
ペ
ン
ス
銀
貨

を
拾
う
。
少
年
キ
ッ
プ
ス
（
ト
ミ
ー
・

ス
テ
ィ
ー
ル
）
と
少
女
ア
ン
（
ジ
ュ
リ

ア
・
フ
ォ
ス
タ
ー
）
は
、
そ
の
６
・
へ
ソ
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怪 』

ご家庭の雰囲気で
家庭料理を楽しめる

あなたのｽﾀﾝﾄﾞ|sefml
･ 日

■糞：一-

生田東門筋
ゼウス街
ＴＥＬ〈3 9 ＞０５１６

スタンド

9９

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

腕
を
ふ
る
っ
た

新
し
い
〃
味
〃

こ
の
お
い
し
さ
が

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

神戸三宮生田ノ社ノ西

鋪, ､ 久手
電話・三の宮⑬０９３５
１１１１
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女
が
必
ず
返
事
を
く
れ
る
と
い
う
約
束
を
と
り
つ
け
る
と
、
散

史
は
「
心
配
す
る
な
」
と
い
い
、
そ
れ
か
ら
は
芝
居
の
話
を
し
て

そ
の
夜
は
事
も
な
く
料
亭
を
出
た
。

敬
亭
が
女
か
ら
の
返
事
を
得
た
の
は
、
そ
の
日
か
ら
六
日
の
ち

で
あ
っ
た
。

「
わ
た
く
し
に
は
年
老
い
た
父
が
あ
り
、
何
事
も
思
う
に
ま
か
せ

ま
せ
ぬ
。
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
。
く
わ
し
く
は
そ
の
時
」

畦

敬
亭
散
史
が
否
か
応
か
と
返
事
を
迫
る
と
、
そ
の
カ
ワ
セ
ミ
の

女
は
う
な
だ
れ
た
首
を
あ
げ
た
。

「
わ
た
く
し
の
よ
う
な
い
や
し
い
者
に
、
こ
れ
ほ
ど
お
か
け
く
だ

さ
る
お
心
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も
、
風
月

の
事
は
す
ぐ
に
露
見
し
や
す
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
う
け
た
ま

わ
り
ま
す
と
、
あ
な
た
の
お
か
あ
さ
ま
は
た
い
そ
う
き
び
し
い
お

方
で
、
わ
た
く
し
と
の
こ
と
が
も
し
お
耳
に
は
い
れ
ば
、
あ
な
た

も
き
っ
と
後
悔
な
さ
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
わ
た
く
し
が
何
度
か
お

宅
へ
お
伺
い
し
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、
こ
ら
え
て
い
る
の
は
そ
の

た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
、
む
さ
く
る
し
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
の
家
で
も
お
か
ま
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
・
わ
た
く
し
も
木
石
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

よ
く
よ
く
考
え
ま
し
て
か
ら
、
お
返
事
申
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

そ
の
カ
ワ
セ
ミ
の
よ
う
な
女
の
目
は
、
ひ
と
き
わ
黒
く
濡
れ
て

い
る
。
女
は
す
こ
し
き
っ
と
な
っ
て
、

「
わ
た
く
し
に
心
配
ご
と
が
ひ
と
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
お
手
紙
が
も

し
芝
居
小
屋
の
者
の
手
に
落
ち
ま
す
と
、
き
っ
と
恨
承
を
買
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
」女

が
心
配
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
時
は
明
治
十
六
年
、
男
女

の
別
の
ま
だ
や
か
ま
し
い
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、
敬
亭

散
史
の
求
愛
は
勇
敢
で
、
女
も
手
を
焼
い
た
も
の
と
見
え
る
。

一
前
号
ま
で
父
は
二
六
新
報
と
い
う
新
聞
の
同
人
で
、
ぼ
く
の
生

一
後
四
カ
月
で
急
死
し
、
母
は
実
家
に
帰
り
、
東
京
で
じ
い
さ
ん
、
ぱ

一
あ
さ
ん
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
ば
あ
さ
ん
は
小
学
一
年
生
の
と
き
大

一
水
の
な
か
で
急
死
し
、
じ
い
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て
故
郷
長
崎
に
帰

一
っ
た
が
、
じ
い
さ
ん
も
ほ
ど
な
く
銭
湯
で
頓
死
し
て
孤
児
と
な
っ

一
た
。
そ
れ
が
大
正
十
年
六
月
。
そ
れ
か
ら
長
い
時
が
流
れ
て
ぼ
く
が

一
神
戸
で
国
語
教
師
に
な
っ
て
い
た
と
き
、
偶
然
に
も
じ
い
さ
ん
の
門

一
人
に
再
会
し
、
じ
い
さ
ん
の
遺
著
を
返
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
は
一

一
「
秘
著
」
で
あ
り
、
情
譜
を
漢
文
で
書
い
た
も
の
だ
っ
た
。
じ
い
さ
一

一
ん
は
敬
亭
と
号
す
る
ひ
ど
い
ド
モ
リ
の
漢
学
者
で
、
ひ
と
り
で
電
車
一

一
に
も
乗
れ
な
い
変
人
で
生
活
無
能
力
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
ん
な
世
界
一

一
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
外
千
万
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
一

》
る
と
、
敬
亭
散
史
は
娘
義
太
夫
に
ほ
れ
、
恋
文
を
送
っ
た
り
し
て
三
一

一
カ
月
目
に
や
っ
と
そ
の
女
と
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
恋
文
に
対
す
る
一

一
諾
否
の
返
事
を
求
め
た
が
、
女
は
う
な
だ
れ
て
し
ま
う
。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｔ
Ｉ
１
３
１
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
Ｉ
ｌ
６
２
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
Ｉ
０
０
０
０
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
０
０
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｕ
ｆ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｏ
１
６
Ｈ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ

ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。

弓
Ｉ
Ｌ
．

１
日
ユ情

譜
足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

１
１００
１

ｐ

■
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蕊

が中りるとろたりうい漢うそ中
あを、。、がし三、以とか詩ちぱでそ

れ
で
、
翌
日
の
夜
、
女
の
家
を
た
ず
ね
た
が
、
芝
居
の
練
習

話
も
で
き
な
い
。
そ
れ
か
ら
再
三
お
し
か
け
る
が
、
父
や
兄
が

に
へ
ば
り
つ
い
て
い
て
切
り
出
せ
ぬ
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

に
九
月
一
日
と
な
り
、
夜
、
し
ら
ぬ
火
を
見
に
背
山
へ
登
り
、

一
編
を
得
、
ふ
と
群
衆
を
見
る
と
、
あ
の
女
が
い
る
で
は
な

・
散
史
は
上
気
し
て
群
衆
を
押
し
わ
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
と

う
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

来
、
散
史
と
女
と
の
出
会
い
は
断
た
れ
た
。
女
は
長
崎
を
去

散
史
も
京
都
遊
学
の
旅
に
出
た
か
ら
で
あ
る
。

年
の
時
が
流
れ
た
。
そ
の
あ
い
だ
一
度
の
た
よ
り
も
な
か
っ

、
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
だ
の
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。
と
こ

、
三
年
ぶ
り
で
長
崎
に
帰
り
、
例
の
芝
居
小
屋
を
の
ぞ
く

あ
の
女
が
出
て
い
る
で
は
な
い
か
。
薄
雪
姫
に
扮
し
て
い

ふ
た
た
び
、
こ
こ
ろ
燃
え
、
芝
居
小
屋
が
よ
い
が
は
じ
ま

恋
慕
の
思
い
に
病
気
に
な
り
そ
う
だ
。
女
の
顔
が
片
時
も
心

は
な
れ
ぬ
。
本
を
読
め
ば
女
に
見
え
、
め
し
を
食
っ
て
も
女

ら
わ
れ
る
。
た
ま
り
か
ね
て
易
者
に
見
て
も
ら
い
に
い
く

ユ

鱗

蕊

瀞

と
、「

女
に
は
二
年
前
は
男
が
い
な
か
っ
た
が
、
い
ま
は
夫
が
つ
い
て

い
る
。
す
べ
て
は
凶
。
強
行
す
れ
ば
離
婚
沙
汰
と
な
り
、
財
産
を

失
い
、
あ
や
う
い
」

で
も
、
や
は
り
女
が
忘
れ
か
ね
る
。
ま
た
、
恋
文
を
書
い
て
呼

び
出
し
を
か
け
た
が
、
女
は
け
い
こ
に
疲
れ
て
寝
て
い
て
、
手
紙

は
父
親
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
う
。
失
望
の
極
み
。
お
ま
け
に
妻
に

感
づ
か
れ
て
は
風
波
が
お
こ
り
、
そ
れ
を
母
が
ま
た
知
る
。
一
切

が
っ
さ
い
ぶ
ち
ま
け
て
し
ま
う
。

連
日
、
芝
居
小
屋
に
か
よ
い
、
贈
り
物
を
つ
づ
け
、
恋
文
を
送

る
。
す
る
と
、
と
う
と
う
吉
報
が
あ
っ
た
。

「
…
…
あ
す
の
夜
、
す
こ
し
ひ
ま
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
目
に
か

か
っ
て
お
礼
を
申
し
の
べ
た
く
存
じ
ま
す
」

そ
の
夜
が
き
た
。
料
亭
で
酒
を
飲
ん
で
待
ち
こ
が
れ
て
い
る

と
、
女
は
同
座
の
年
上
の
女
を
つ
れ
て
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
で
は

困
る
の
で
、
し
ば
ら
く
し
て
別
室
に
誘
う
と
、
女
は
承
知
し
た
。

く
ど
き
に
く
ど
く
。
女
が
答
え
た
。

１
０
１
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、

「
あ
な
た
の
思
い
の
切
実
さ
、
お
情
の
厚
さ
、
た
と
え
よ
う
も
ご

ざ
い
ま
せ
ぬ
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
に
は
枕
を
か
わ
し
て
誓
っ
た

夫
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
承
れ
ば
、
わ
た
く
し
の
た
め
に
お
く

さ
ま
と
の
間
に
も
不
和
が
絶
え
な
い
と
か
、
き
ょ
う
ま
で
祝
儀
と

し
て
お
贈
り
い
た
だ
き
ま
し
た
も
の
は
、
お
返
し
申
し
あ
げ
ま
す
」

散
史
は
嘆
い
た
。

「
あ
あ
、
志
操
の
堅
い
の
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。
謝
絶
す
る
の
に

も
口
角
あ
で
や
か
で
風
霜
の
き
び
し
さ
を
示
す
。
わ
た
し
も
あ
な

た
を
他
山
の
石
に
し
て
わ
が
詩
文
に
は
げ
み
、
心
血
を
注
い
で
情

譜
を
完
稿
し
た
ら
、
ま
ず
一
本
を
あ
な
た
に
お
贈
り
し
よ
う
」

時
計
が
十
一
時
を
打
っ
た
。
お
ど
ろ
い
て
女
と
料
亭
を
出
た
。

そ
の
夜
、
胸
の
霧
が
晴
れ
、
は
じ
め
て
ゆ
め
も
見
ず
に
眠
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
十
日
あ
ま
り
た
っ
た
三
月
十
七
日
の
午

後
、
詩
友
三
人
と
酒
を
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
つ
め
て
花
見
に
出
か
け
、

夜
は
料
亭
に
あ
が
っ
て
女
の
も
と
へ
手
紙
を
持
た
せ
る
と
、
意
外

に
も
妹
を
つ
れ
て
や
っ
て
来
た
。
女
に
舞
わ
せ
、
飲
む
ほ
ど
に
、

た
が
い
に
目
は
語
り
あ
い
、
心
は
か
よ
い
あ
う
。

や
が
て
、
女
と
い
っ
し
ょ
に
帰
る
。
女
が
流
し
目
で
い
う
。

「
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
宅
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
お
茶
な
ど
さ
し
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
酔
い
ざ
め
に
な
り
と
」

「
い
や
、
酒
を
飲
ん
で
ほ
ろ
り
と
酔
う
た
。
花
を
め
で
て
半
ば
開

く
の
思
い
。
も
う
夜
も
三
時
半
、
犬
に
吠
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
お

前
さ
ん
の
家
を
た
ず
ね
る
の
に
ほ
か
の
日
が
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
」

散
史
は
謝
絶
し
た
。
女
と
料
亭
で
こ
れ
ま
で
十
数
回
会
っ
た

が
、
そ
の
晩
ほ
ど
愉
快
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

翌
々
日
の
夜
、
女
の
家
を
た
ず
ね
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌

日
、
女
の
写
真
が
妻
に
見
つ
か
り
、
離
婚
を
迫
ら
れ
る
。

「
そ
れ
に
、
あ
な
た
は
そ
の
女
の
こ
と
を
詩
譜
に
書
い
て
い
る
と

い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
死
ん
で

も
恥
は
消
え
ま
せ
ん
。
家
を
出
ま
す
！
」

そ
れ
を
や
っ
と
な
だ
め
す
か
す
。
女
が
恋
文
を
ひ
ら
い
て
読
ん

で
い
る
。
お
ど
ろ
い
て
声
を
あ
げ
る
と
、
そ
の
夜
の
ゆ
め
が
さ
め

た
と
い
う
始
末
。

２
１
０
１
１

二
十
五
日
Ｉ
早
起
き
し
て
身
を
清
め
、
篭
竹
を
と
っ
て
占
う
．

「
順
」
と
出
た
。
吉
兆
で
あ
る
。
は
た
し
て
午
後
四
時
、
女
か
ら

手
紙
が
来
た
。
「
わ
た
し
に
夫
の
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
お
心
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

も
う
つ
ろ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
命
令
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
一
度
お

目
に
か
か
り
ま
し
て
、
わ
た
く
し
の
気
持
ち
を
申
し
あ
げ
た
く
存

じ
ま
す
。
で
も
、
秘
密
に
お
願
い
申
し
ま
す
。
も
し
、
世
間
に
知

れ
ま
し
た
ら
、
わ
た
く
し
は
死
に
き
れ
ま
せ
ぬ
。
お
わ
か
り
く
だ

さ
い
ま
せ
」

そ
こ
で
、
翌
日
、
料
亭
で
飲
ん
で
今
晩
と
め
て
く
れ
と
た
の
み
、

そ
れ
か
ら
女
の
も
と
へ
手
紙
を
持
た
せ
た
ら
、
夫
が
や
っ
て
来
た

の
で
四
、
五
日
は
会
え
ぬ
と
い
う
返
事
。

四
月
二
日
、
晴
。
春
の
星
が
天
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
料
亭
で

女
を
待
つ
。
そ
の
朝
、
手
紙
が
来
た
の
だ
。

「
も
し
、
あ
な
た
に
お
心
が
あ
れ
ば
五
十
円
を
賜
わ
り
ま
せ
。
そ

う
す
れ
ば
、
ひ
そ
か
に
一
夕
の
仮
り
の
契
り
を
」

返
事
を
ほ
し
い
、
と
あ
る
。
封
筒
の
上
に
は
名
を
書
か
ず
「
檀

那
」
の
二
字
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
急
い
で
筆
を
走
ら
せ
「
わ
か

っ
た
。
時
は
い
つ
だ
？
」
と
書
き
送
る
と
、
「
月
に
む
ら
雲
、
花

に
風
、
好
事
魔
多
し
と
申
し
ま
す
。
今
夜
ど
う
ぞ
」
と
来
た
ｏ

カ
ワ
セ
ミ
の
女
が
芝
居
が
は
ね
て
料
亭
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、

午
後
十
一
時
で
あ
っ
た
。
熱
闘
が
交
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
敬
亭
散
史
は
三
年
が
か
り
で
女
の
身
心
を
得
た
と
い

う
わ
け
で
、
そ
の
所
懐
に
「
予
、
欣
然
と
し
て
襟
を
お
さ
め
、
謝

し
て
い
わ
く
〃
三
年
の
素
願
、
一
旦
に
し
て
円
満
せ
り
″
と
」

そ
の
帰
り
、
散
史
は
思
案
橋
か
ら
落
ち
て
ぬ
れ
ネ
ズ
ミ
に
な
る
。

し
か
し
そ
れ
と
て
も
相
手
の
女
は
結
局
金
ほ
し
さ
の
こ
と
で
あ

り
、
以
後
散
史
は
金
策
に
苦
し
み
、
妻
に
打
ち
あ
け
て
手
切
れ
金

を
渡
し
た
り
し
た
が
、
そ
の
の
ち
も
縁
が
切
れ
ず
に
妾
と
す
る
ハ

メ
に
な
り
、
あ
げ
く
は
女
が
逃
げ
て
情
譜
は
終
わ
る
。

女
は
逃
げ
て
二
カ
月
あ
ま
り
の
の
ち
手
紙
を
寄
せ
「
親
戚
の
者

の
な
か
だ
ち
で
や
む
を
得
ず
結
婚
し
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
お
ゆ
る

し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
残
し
た
二
人
の
妹
が
心
が
か
り
で
す
の
で
、

妹
を
わ
た
く
し
同
様
お
せ
わ
く
だ
い
ま
す
こ
と
が
最
後
の
お
願
い

Ｐ
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美
人
二
対
ス
レ
バ
、
色
膿
斗
ノ
如
シ
。
而
シ
テ
雲
煙
一
過
ス
レ
バ

更
に
執
着
ス
ル
ナ
シ
〃
ト
」

学
海
と
は
明
治
の
漢
学
者
依
田
学
海
の
こ
と
で
あ
る
。
敬
亭
散

史
は
カ
ミ
ナ
リ
が
大
き
ら
い
で
、
い
つ
も
カ
ヤ
の
な
か
で
ふ
る
え

て
い
た
。
ま
こ
と
に
き
も
つ
玉
は
豆
み
た
い
だ
が
、
そ
れ
が
美
人

に
向
か
う
と
大
膿
至
極
に
な
る
と
い
う
の
だ
。

そ
の
敬
亭
散
史
の
秘
著
を
読
ん
で
、
ぼ
く
は
奇
妙
き
わ
ま
る
思

い
に
沈
ん
だ
。
そ
の
カ
ワ
セ
ミ
の
女
を
三
年
が
か
り
で
得
た
こ
と

を
散
史
は
熱
心
の
賜
物
だ
と
述
懐
し
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
う
ち
、
ぼ
く
は
こ
の
敬
享
散
史
が
た
い
へ
ん
あ
わ
れ
で
、

お
ろ
か
で
、
人
間
ら
し
く
思
わ
れ
て
き
た
。
ぼ
く
が
生
来
、
女
に

も
て
な
い
の
も
散
史
の
よ
う
な
熱
心
さ
も
、
お
ろ
か
さ
も
、
勇
気

も
持
ち
あ
わ
せ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ぼ
く
は
、
敬
亭
散
史
を
心
か
ら
敬
愛
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
つ
づ
く
Ｖ

，。

に
ご
ざ
り
ま
す
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
相
当
ひ
ど
い
。
散
史
は
返

事
を
書
い
て
祝
意
を
の
べ
、
し
か
し
、
妹
を
世
話
す
る
こ
と
は
「

固
辞
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
而
シ
テ
天
ヲ
怨
マ
ズ
、
人
ヲ
ト
ガ
メ

ズ
」
と
結
び
、
み
ず
か
ら
「
古
情
人
、
コ
コ
ー
ー
オ
イ
テ
カ
、
礼
ヲ

知
ル
ト
イ
ウ
ベ
シ
」
と
自
賛
し
て
い
る
。

こ
の
『
翌
清
情
譜
』
の
末
尾
に
は
「
花
名
冊
」
と
い
う
付
録
が

つ
い
て
い
る
。
「
花
名
冊
」
と
い
う
の
は
む
か
し
中
国
の
詩
人
が

作
っ
た
美
人
譜
で
あ
り
、
自
分
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
二
十
人
を

獲
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
詩
を
つ
け
た
、
と
前
書
き
し
て
い
る
。
そ

の
二
十
人
は
名
妓
、
遊
女
、
女
中
、
友
人
の
従
妹
な
ど
で
、
な
か

に
自
分
の
妻
ま
で
加
え
、
さ
き
の
カ
ワ
セ
ミ
の
女
を
最
後
に
置
い

て
「
既
二
情
譜
二
見
己
と
だ
け
し
る
し
て
い
る
。

敬
亭
散
史
は
晩
年
、
東
京
か
ら
長
崎
に
帰
る
車
中
で
美
人
と
親

し
く
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
こ
ん
な
こ
と
を
書
き
つ
け
て
い
る
。

「
カ
ッ
テ
学
海
翁
、
予
ノ
情
譜
ヲ
評
シ
テ
イ
ワ
ク
〃
敬
亭
子
雷
一
一

遭
エ
バ
ス
ナ
ワ
チ
怯
ユ
ル
コ
ト
膳
、
豆
ノ
如
シ
。
而
シ
テ
ー
タ
ビ

蕊蕊& 漣

１
１０３
１

▲
敬
亭
散
史
を
め
ぐ
る
女

た
ち
。
破
れ
て
い
る
の

は
、
ぐ
わ
い
が
わ
る
く
て

ア
ル
バ
ム
か
ら
あ
わ
て
て

は
が
し
た
た
め
ら
し
い
。

一
番
前
の
女
が
カ
ワ
セ
ミ

の
女
で
、
そ
の
妹
か
一
座

の
女
な
の
だ
ろ
う
か
？

Ｂ
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ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

ザ 〃ヘ

シャレたセンスの

舶来品が

揃っています

元町２丁目
⑬４７０７～８
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ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
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それがFunakIyaです
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カメヤ》

水
遊
び
の
オ
モ
チ
ャ
が

カ
メ
ヤ
に
い
っ
ぱ
い
／
、

暴箪
I Ｐ

曇＆

あらゆる体型に
フィットする
お誹えシャツ

ぼ
く
も
、
わ
た
し
も

大
は
し
ゃ
ぎ
／
、蕊

芝制: 網箪寵康
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腿逐裂…

おもちゃの紳士う羊品の店
三宮方面でのお買物は………
さんちか店ファミリータウン
三宮店センター街大洋劇場東隣

元町方面でのお買物は………
元町店元町通 3 丁目山側
パンフ戸ウ店元町通１丁目不＝家前

凝令

⑲４０４５
⑬４９６９

ま
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弧
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ま

り
迂
弧
』
再

錨
識
誇
哩
・
Ｐ
ぷ

ｍｏｄｅｓａｌｏｏｎ

卿':ﾉα
神戸・二宮センター街
ＴＥＬ２３－２３７６

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ 白アリ

曙山

創業鯛瀧州琴

羅物のa 空下
さい老舗に鮪抑道乙' ズ

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑲０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店大上鞄店・いなみ

元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７ １

１

生載．

一回全滅十年間責任 ｲ 呆証
庫県環境 ; 衛生事業協会理事
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コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員
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■ ■額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

思騨Ｚ
次韓糊：

型双: 藍蒜I ■廟彦
手罰調Ｌ－牙・ョ鱒やみ霊一

神戸本社神戸市生田区三宮町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市東区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
京京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京有楽ビル店東京都有楽町有蕊ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4末積譲額
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長 崎堂本店
本店＝大橋町５大五ビル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４１３ o
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洋酒の店キャンテイ

蓮hiqn髄
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ) ３０６０

２１３ＫＩＴＡＮＡＧＡＳＡ､ ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ－ＫＵＫＯＢＥ

iｌＯ９ 〃" Ｂ小万
生田新道相互タクシー上る

PHONE：窒二::龍

松田真理子
生田・中山手２丁目８９．光ピル１階ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2

洋酒の店

小川深雪
阪急西口下る京町筋
ＴＥＬ＜3 9 ＞１４１３
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